
※ 標高1634m（烏帽子岳山頂）の植生

　

　

　

 

屋久島生態系モニタリング

屋久島南部の植生垂直分布調査
（平成２０年度調査）

　烏帽子岳山頂は、烏帽子岩から50m程度北東方向に

登った場所である。山頂付近（山頂から20～30m範囲内

の尾根上）は、花崗岩露岩上に生育する風衝樹形の矮

小林で、樹高2m以下の低木草本類が多い。出現する全

ての種が、分布上貴重な植物である。

［亜高木層］（樹高2～3m程度）ｽｷﾞ･ﾂｶﾞ･ﾔﾏｸﾞﾙﾏ･ｻｸﾗﾂﾂ

ｼﾞ･ﾔｸｼﾏｼｬｸﾅｹﾞ･ｼｷﾐなどが多い。

［低木層］（樹高1～2m程度）ﾔｸｼﾏｼｬｸﾅｹﾞ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ｱｾ

ﾋﾞ･ﾔｸｼﾏﾎﾂﾂｼﾞ･ﾊｲﾉｷ･ﾐﾔﾏﾋﾞｬｸｼﾝ･ﾔｸｼﾏﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ･ｻﾂｷ

などが生育している。

［草本層］（樹高1m未満）ﾋﾒｶｶﾗ･ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ･ｷｯｺｳﾊｸﾞﾏ･

ｼｼｶﾞｼﾗ･ﾔｸｼﾏﾏﾏｺﾅ･ｱｸｼﾊﾞﾓﾄﾞｷ･ｵｵｺﾞｶﾖｳｵｳﾚﾝ･ｺﾊﾞﾉｲｼ

ｶｸﾞﾏなどが多く見られる。

［群集および特徴的な出現樹種］ｽｷﾞ-ﾔｸｼﾏｼｬｸﾅｹﾞ群

集。ﾐﾔﾏﾋﾞｬｸｼﾝﾝ･ﾔｸｼﾏﾎﾂﾂｼﾞ･ﾔｼｬﾌﾞｼ･ｱｽﾞｷﾅｼ･ﾅﾅｶﾏ

ﾄﾞ･ﾋﾒｶｶﾗ･ｵｵｺﾞｶﾖｳｵｳﾚﾝなど、垂直分布上の貴重な植

物が多い。

屋

久

島

世

界

遺

産

地

域

科

学

委

員

会

及

び

ヤ

ク

シ

カ

ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
開
催

　
十
二
月
十
七
日
か
ら
翌
十
八

日
に
か
け
て
屋
久
島
世
界
遺
産

地
域
科
学
委
員
会
（

以
下
、

委

員
会
）

及
び
ヤ
ク
シ
カ
ワ
ー

キ

ン
グ
グ
ー

ル
ー

プ
（

以
下
、

シ

カ
Ｗ
Ｇ
）

が
屋
久
島
町
に
あ
る

屋
久
島
環
境
文
化
村
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、

委
員
会
に
先
立
っ

て

十
七
日
の
午
後
か
ら
シ
カ
Ｗ
Ｇ

と
し
て
、

関
係
機
関
に
よ
る
取

組
状
況
や
ヤ
ク
シ
カ
の
適
正
密

度
と
目

標
、

個

体

数

管

理

方

策
、

さ
ら
に
鹿
児
島
県
特
定
鳥

獣
保
護
管
理
計
画
（

素
案
）

に

つ
い
て
議
論
を
行
っ

た
と
こ
ろ

で
す
。

　
シ
カ
Ｗ
Ｇ
で
は
個
体
数
管
理

は
地
域

に

応

じ

た

目

標

値

と

し
、

生
態
系
へ
の
影
響
を
勘
案

し
た
管
理
を
行
う
た
め
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
充
実
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
委
員
か
ら
は
、

シ
カ
の
適
正

管
理
目
標
数
値
だ
け
が
一
人
歩

き
し
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と

や
数
値
は
あ
く
ま
で
も
暫
定
値

で
あ
り
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継

続
的
に
実
施
し
な
が
ら
、

目
標

値
を
変
動
し
て
い
く
べ
き
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、

鹿
児
島
県
の
特
定
鳥

獣
保
護
管
理
計
画
と
は
連
携
し

て
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

地
域

毎
に
生
態
系
保
全
の
観
点
だ
け

で
な
く
農
林
業
へ
の
被
害
状
況

を
加
味
し
た
数
値
目
標
が
必
要

で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
り
、

今

年
度
中
の
策
定
に
向
け
シ
カ
Ｗ

Ｇ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
た
実
効

性
の
あ
る
計
画
と
な
る
よ
う
、

今
後
、

鹿
児
島
県
と
の
整
理
を
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十
一
月
二
十
二
日
に
熊
毛
流

域
に
お
け
る
植
樹
祭
が
屋
久
島

町
で
開
催
さ
れ
、

会
場
は
小
瀬

田
森
林
事
務
所
部
内
の
国
有
林

に
て
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
の
テ
ー

マ
は
、

植
樹
祭

に
参
加
し
た
小
瀬
田
小
学
校
の

児
童
が
考
え
た
『

未
来
へ
つ
な

ご
う
命
の
水
と
森
』

が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
、

豊
か
な
森
林
が

育
つ
よ
う
地
元
児
童
も
含
め
多

く
の
方
々
の
参
加
に
よ
り
植
林

を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
児

童
達
は
、

将
来
、

大
き
く
育
っ

た
木
を
見
る
こ
と
を
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

平

成

二

三

年

度

ヤ

ク

タ

ネ

ゴ

ヨ

ウ

連

絡

協

議

会

屋

久

島

支

部

会

の

開

催

　
屋
久
島
と
種
子
島
の
み
に
自

生
し
、

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ

れ
て
い
る
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
を

保
護
し
、

適
切
に
管
理
し
て
い

く
た
め
設
置
し
て
い
る
「

ヤ
ク

タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
連
絡
協
議
会
屋
久

島
支
部
会
」

の
今
年
度
の
会
議

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
は
、

関
係
機
関
（

国
、

県
、

町
、

研
究
機
関
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
）

に
よ
る
活
動
報
告
や
松
枯

れ
の
実
態
調
査
等
を
行
い
、

連

携
し
て
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害

木
の
除
去
や
被
害
の
防
除
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
屋
久
島
で
は
松
く
い
虫
の
被

熊

毛

地

区

植

樹

祭

「
未
来

へ

つ

な

ご

う

命

の

水

と

緑

」

害
は
鎮
静
化
し
て
い
ま
す
が

、

被
害
が
拡
大
し
て
か
ら
で
は
遅

く

、
早
期
発
見
･
早
期
防
除
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す

。

こ

の

た

め

、

皆

さ

ん

に

お

か

れ

て

も

、

松

枯

れ

を

発

見

さ

れ

た

ら

町

農

林

水

産

課

、
森

林

管

理

署

、
ヤ

ク

タ

ネ

調

査

隊

に

情

報

提

供

を

お

願

い

し

ま
す

。

め
た
利
用
に
関
し
、

議
論
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
、

ま
た
、

屋
久
島
に
お
け
る
研
究
者
の
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー

作
り
を
検
討
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
に
は
、

国
際
森
林
年
と

来
年
二
月
に
霧
島
屋
久
国
立
公

園
か
ら
「

屋
久
島
国
立
公
園
」

が
分
離
さ
れ
る
こ
と
を
記
念
し

「

屋
久
島
世
界
遺
産
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
「

屋
久
島
に
お
け
る
調

査
研
究
･
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
成

果
報
告
会
」

と
「

国
内
の
世
界

自
然
遺
産
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」

の
記
念
講
演
も
併
せ

て
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ら
れ
た
と
ろ
で
す
。

ま
た
、

次

回
の
見
直
し
時
に
は
、

遺
産
地

域
の
周
辺
に
バ
ッ

フ
ァ

ゾ
ー

ン

を
設
け
る
こ
と
や
、

屋
久
島
の

歴
史
的
な
背
景
に
つ
い
て
、

踏

み
込
ん
だ
記
載
と
す
べ
き
と
の

意

見

が

あ

り

ま

し

た
。

今

後

は
、

委
員
会
で
の
意
見
を
踏
ま

え
、

三
月
に
は
遺
産
地
域
管
理

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、

来
年
二
月
の
屋
久
島
で
の
地
元

説
明
会
の
調
整
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、

シ

カ
Ｗ
Ｇ
で
の
議
論
の
経
過
や
、

今
後
、

委
員
会
で
議
論
す
べ
き

事
項
と
し
て
、

遺
産
地
域
を
含

行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
翌
十
八
日
の
午
前
中
に
は
、

今
年
度
第
二
回
目
の
委
員
会
を

行
い
、

こ
れ
ま
で
議
論
を
重
ね

て
い
る
屋
久
島
世
界
遺
産
地
域

管
理
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

委
員
と
の
最
終
調
整
を
行
い
、

概

ね

合

意

事

項

と

し

な

が

ら

も
、
「

環
境
教
育
、

情
報
の
発

信
」

に
関
し
、

屋
久
島
憲
章
に

つ
い
て
の
記
述
の
充
実
を
求
め

ハマダイコン
（アブラナ科）

　
全
国
の
海
岸
に
生
育
す
る
越

年
草
で
、

大
根
の
野
生
化
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

屋

久
島
で
も
海
岸
の
砂
地
に
よ
く

見
ら
れ
る
。

花
は
淡
紅
紫
色
で

花
弁
の
長
さ
は
約
二
㎝
、

花
の

後
に
長
さ
五
～

八
㎝
の
さ
や
状

の
実
が
で
き
る
。

　
花
期
一
～

四
月

屋久島の植物

シ カ Ｗ Ｇ の 様 子

ヤクタネゴヨウ連絡協議会
屋久島支部会議の開催



年

頭

挨

拶

屋
久
島
森
林
管
理
署
長

米
田

雅
人

復
興
と
再
生
の
中
で~

美
し
く
す
こ
や
か
な
森
林
を
未
来
へ

平
成
二
十
四
年
の
新
年
を
迎
え
、

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
屋

久

島

森

林

管

理

署

旧

年

中

は

皆

様

か
ら

格

別

の
ご

で
は
、
世

界

自

然

遺

産

区

域

な

ど
貴

支

援

・
ご
協

力

を

賜

り

、
心

か
ら

御

重

な

森

林

の
保

全

管

理

、
農

林

業

や

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

植

生

へ
の

ヤ

昨

年

は

、
三

月

の
東

日

本

大

震

ク

シ
カ
被

害

災

と

そ

れ

に
伴

う

原

発

事

故

を

は

対

策

と

し

て

じ
め
、
九

月

に
近

畿

地

方

な

ど
へ
被

職

員

全

員

に

害

を

も

た

ら

し

た

台

風

な

ど

、
日

よ

る

く

く

り

本

各
地

で
災
害

が
相

次
ぎ

ま
し
た
。

ワ

ナ

を

使

っ

特

に
東

日

本

大

震

災

で

は

、
自

た

有

害

鳥

然

の

脅

威

を

見

せ

つ
け

ら

れ

る

と

獣

捕

獲

、
間

と
も

に
、
日

頃

の
災

害

へ
の
備

え

や

伐

な

ど

の
森

災

害

発

生

後

の
対

応

の
重

要

性

を

林

整

備

、

認
識

さ

せ
ら

れ
ま
し
た
。
被

災
地

の

「
地

杉

」
や

一

日

も

早

い
復

興

を

願

わ

ず

に
は

土

埋

木

の

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

有

効

活

用

、
防

災

機

能

を

高

め
る

治

さ

て
、
森

林

・
林

業

施

策

で
は

、

山

事

業

な

ど
、
引

き

続

き

関

係

の
皆

平

成

二

十

一

年

に
林

野

庁

が

策

定

様

と
協

力

し
な

が
ら

取

り

組

ん
で
参

し
た
「
森

林

・
林

業
再

生
プ
ラ
ン
」
を

り
ま
す
。

反
映
し
た
「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」

東

日

本

大

震

災

の
復

興

が
進

ん
で

が

、
昨

年

七

月

閣

議

決

定

さ

れ

ま

い
る
中

、
森

林
・
林

業
も
再

生
に
向
け

し
た
。
平

成

三

十

二

年

ま
で
に
木

材

て
施

策

が

本

格

化

し
て
い
ま

す

が

、

自

給

率

５
０
％

を

達

成

す

る

と

の

屋

久

島

の
美

し

く

す

こ
や

か

な

森

目

標

に
向

け
て
、
準

フ
ォ
レ
ス
タ

ー

林
を
未
来
に
引
き
継
い
で
い
く
よ
う
、

の
育

成

、
路

網

の
整

備

、
森

林

計

画

持

続

可

能

な

森

林

の
管

理

経

営

を

行

の
策

定

な

ど
の
取

組

が
動

き

始

め
、

い
な

が
ら

地

元

の
発

展

に
も

貢

献

し

国

連

が

定

め

た

国

際

森

林

年

と

も

て
い
く

考

え

で
す

の
で
、
国

有

林

野

重

な

っ
て
、
昨

年

は

森

林

・
林

業

再

事

業

に
対

し
ま

し
て
今

後

と
も

ご
理

生

元

年

と

し

て
節

目

の
年

と

な

り

解

と
ご
協

力

を

賜

り
ま
す

よ
う

お
願

ま
し
た
。

い
申
し
上
げ
ま
す
。

屋

久

島

森

林

管

理

署

で
は

昨

年

本

年

が
屋

久

島

町

に
と
っ
て
輝

か

八

月

に
民

有

林

・
国

有

林

の
関

係

機

し
い
年

に
な

り

、
屋

久

島

町

民

の
皆

関

で

「
屋

久

島

地

域

森

林

整

備

推

様

が
充

実

し
心

晴

れ

や
か
な

毎

日

を

進

協

定

」
を

締

結

し
、
森

林

共

同

施

過

ご
さ

れ

ま
す

よ
う

ご
祈

念

申

し
上

業

団

地

に
お
い
て
連

携

し
て
間

伐
実

げ

ま

し
て
、
新

年

の
ご

挨

拶

と
さ
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1 森林の有する多面的機能の発揮に関する施策

面的なまとまりをもった森林経営の確立、多様な森林へ

の誘導、生物多様性の保全等を推進。

2 林業の持続的かつ健全な発展に関する施策

森林経営計画の作成とこれに基づく効率的な施業の実行、

意欲ある者への長期的な施業の委託、フォレスターなど森

林・林業に必要な人材の育成等を推進。

3 林産物の供給及び利用の確保に関する施策

効率的な加工・流通体制の整備、住宅の木造・木質化や

公共建築物等の需要拡大による木材利用の拡大を推進。

4 国有林野の管理及び経営に関する施策

公益重視の管理経営を一層推進するとともに、国有林野

の組織・技術力・資源を活用して、林業技術の開発普及、

人材育成をはじめとした民有林へのサポートなど我が国の

森林・林業の再生に貢献。

※ 森林及び林業に関する施策を総合的かつ計画的に推進する

ために必要な事項

・ 官民一体となって、施策を総合的に推進するとともに、国

民視点に立った施策決定の実現。

『洋上アルプス№２０２号裏面』屋久島森林環境保全センター

「森林・林業基本計画」（閣議決定）


